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内

容

概  要 果実のアントシアニン蓄積制御と解析を行っています。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術の 

有用性 

■植物ホルモン（成長調節物質）や液体肥料による果実の着色制御

例：ブドウの着色促進．‘リザマート’は温暖な地域では着色が困難である．天然型アブシジン酸

（s-ABA）を利用した着色促進を行った． 

無処理   ｓ-ABA処理区

その他，

成長調節物質（ｵｰｷｼﾝ）によるｳﾝｼｭｳﾐｶﾝの品質と樹勢調節．様々な作用性を持つｵｰｷｼﾝを用い

て，樹勢や発根制御を中心として，新たな活用方法の探索をｳﾝｼｭｳﾐｶﾝを材料に行っている． 

■LED による果実の着色促進．

例：ワイン用ブドウの着色促進  アントシアニン蓄積制御を試み，果皮の着即促進を行った． 

青色 LED のブドウ果房への照射

その他，

新規農業資材の有効性の検証． 光制御や水分制御を主体に果実品質の向上を目指している．

以上の資材活用とともに植物の成長にともなう機能性成分や植物ホルモンの分析を行っている． 
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